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初
議
会
︵
５
月
20
日
開
催
︶

に
お
い
て
、
第
三
代
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
地
方

分
権
が
叫
ば
れ
議
会
の
果
た

す
役
割
は
、
益
々
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
代
表
で
あ
り
、

議
会
運
営
の
要
で
あ
る
議
長

と
い
う
重
大
な
職
を
汚
さ
ぬ

よ
う
全
力
投
球
し
ま
す
。

　
公
正
・
公
平
を
旨
と
し
て

﹁
議
会
が
活
性
化
す
れ
ば
、

町
も
元
気
に
な
る
﹂
を
基
本

に
据
え
﹁
審
議
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
﹂﹁
行
動
す
る
議
会
﹂

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
﹁
審
議
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
﹂
に
つ
い
て
で

す
。
議
会
は
、
執
行
部
な
ど

が
提
案
し
た
議
案
に
対
し
て

﹁
賛
成
﹂
か
﹁
反
対
﹂
か
の

意
思
表
示
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
結
果
に
よ
り
住
民

生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
か

否
か
の
重
大
な
決
定
を
下
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
十
分
な
議
論
・
審
議

が
尽
く
せ
る
よ
う
審
議
に
必

要
な
資
料
の
提
供
は
も
と
よ

り
、
議
員
個
人
の
調
査
・
研

究
を
積
極
的
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、﹁
行
動
す
る
議
会
﹂

で
す
。
行
財
政
運
営
、
事
業

実
施
な
ど
が
公
平･

公
正
か

つ
効
率
的
・
民
主
的
に
な
さ

れ
て
い
る
か
し
っ
か
り
と
批

判
・
監
視
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
の
声

と
心
を
代
表
し
、
代
弁
す
る

だ
け
で
な
く
一
歩
踏
み
出
し

て
、
住
民
の
中
に
飛
び
込
み
、

対
話
を
重
ね
執
行
部
に
政
策

提
言
で
き
る
よ
う
議
会
活
性

化
に
向
け
て
の
改
革
も
必
要

で
す
。

　
最
後
に
、
合
併
後
４
年
が

経
過
し
、
新
生
長
瀬
町
政
も

始
動
し
ま
す
。
今
後
の
４
年

間
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
○
美
方
郡
広
域
事
務
組
合

岡
　
田
　
公
　
男

岸
　
本
　
正
　
人

上
　
田
　
勝
　
幸

西
　
村
　
伸
　
一

吉
　
田
　
増
　
夫

吉
　
田
　
範
　
明

　
○
八
鹿
病
院
組
合

西
　
坂
　
秀
　
美

小
　
林
　
利
　
明

山
　
本
　
賢
　
司

吉
　
田
　
範
　
明

　
○
北
但
行
政
事
務
組
合

森
　
　
　
利
　
秋

植
　
田
　
隆
　
博

谷
　
口
　
眞
　
治

浜
　
上
　
勇
　
人

　
○
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合

吉
　
田
　
範
　
明

　
○
監
査
委
員

山
　
本
　
賢
　
司

　
総
務
部
、
健
康
福
祉
部
、
地
域
局
︵
他
の
委

員
会
に
属
す
る
も
の
は
除
く
︶
病
院
、
会
計
課
、

監
査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
、
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属
さ

な
い
事
務
の
所
管
に
関
す
る
事
項
を
調
査
、
審

査
し
ま
す
。

　
主
に
、
財
政
、
企
画
、
税
、
健
康
、
福
祉
、

年
金
、
消
防
、
環
境
な
ど
町
民
の
身
近
な
仕
事

を
受
け
持
ち
ま
す
。

委

員

長
　
　
西
坂
　
秀
美
　

副
委
員
長
　
　
吉
田
　
増
夫
　

委
　
　
員
　
　
寺
川
　
秀
志
　

　
　
　
　
　
　
田
野
　
哲
夫
　

　
　
　
　
　
　
岸
本
　
正
人
　

　
　
　
　
　
　
小
林
　
利
明
　

　
　
　
　
　
　
上
田
　
勝
幸
　

　
　
　
　
　
　
山
本
　
賢
司
　

総
務
民
生
常
任
委
員
会 

　
産
業
部
、
建
設
部
、
地
域
局
︵
他
の
委
員
会

に
属
す
る
も
の
は
除
く
︶
教
育
委
員
会
、
農
業

委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
項
を
調
査
、
審
査

し
ま
す
。

　
主
に
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
水
産
業
、
畜

産
業
、
観
光
、
商
工
、
建
設
、
道
路
、
都
市
計

画
、
上
下
水
道
、
教
育
な
ど
町
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
仕
事
を
受
け
持
ち
ま
す
。

委

員

長
　
　
西
川
　
誠
一
　

副
委
員
長
　
　
西
村
　
伸
一
　

委
　
　
員
　
　
岡
田
　
公
男
　

　
　
　
　
　
　
森
　
　
利
秋
　

　
　
　
　
　
　
植
田
　
隆
博
　

　
　
　
　
　
　
谷
口
　
眞
治
　

　
　
　
　
　
　
浜
上
　
勇
人
　

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、
議
長
の
諮

問
に
関
す
る
事
項
、
議
会
の
会
議
規
則
、
委

員
会
条
例
等
に
関
す
る
事
項
を
調
査
、
審
査

し
ま
す
。

　
ま
た
、
会
期
日
程
、
各
議
案
請
願
等
の
取

扱
い
な
ど
議
会
運
営
全
般
の
基
本
的
事
項
に

つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

委

員

長
　
　
小
林
　
利
明
　

副
委
員
長
　
　
森
　
　
利
秋
　

委
　
　
員
　
　
寺
川
　
秀
志
　

　
　
　
　
　
　
西
坂
　
秀
美
　

　
　
　
　
　
　
西
川
　
誠
一
　

　
　
　
　
　
　
西
村
　
伸
一
　

一
部
事
務
組
合
等
議
会 

副
議
長
は
、
寺
川
秀
志

副
議
長
は
、
寺
川
秀
志
氏 

第
三
代
議
長
に
　
田
範
明

第
三
代
議
長
に
　
田
範
明
氏 

副
議
長
は
、
寺
川
秀
志

副
議
長
は
、
寺
川
秀
志
氏 

第
三
代
議
長
に
　
田
範
明

第
三
代
議
長
に
　
田
範
明
氏 

副
議
長
は
、
寺
川
秀
志
氏 

議
長
あ
い
さ
つ 

　
　
田
　
範
　
明 

　
こ
の
度
、
第
２
期
香
美
町

政
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
議

員
の
方
々
の
温
か
い
御
支
持

に
よ
り
、
香
美
町
議
会
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

　
香
美
町
発
展
の
た
め
吉
田

範
明
新
議
長
を
叱
咤
激
励
し

な
が
ら
補
佐
役
と
し
て
支
え
、

議
会
の
活
性
化
と
融
和
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
町
議
会
議
員
選
挙

は
合
併
４
年
経
過
し
た
中
で
、

定
数
16
人
を
全
域
で
選
ぶ
選

挙
に
な
り
ま
し
た
。
新
人
の

方
も
立
候
補
さ
れ
、
活
発
な

論
戦
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
権
者
た
る
町
民

の
皆
さ
ま
の
４
年
に
一
度
の

審
査
を
受
け
る
良
い
機
会
で

し
た
が
、
無
投
票
当
選
に
な

り
ま
し
た
。
残
念
な
思
い
と

一
層
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
町
長
選
挙
で

は
長
瀬
新
町
長
が
誕
生
し
ま

し
た
。
議
員
出
身
の
町
長
で

す
の
で
、
議
会
で
の
奥
の
深

い
議
論
が
展
開
で
き
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
議
会
に
対
す
る
期
待

が
薄
れ
て
い
ま
す
が
、
見
え

る
議
会
と
し
て
、
議
会
の
在

り
方
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　
二
元
代
表
制
の
中
で
、
い

か
に
議
会
の
存
在
を
示
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
か
、
自
問
自
答
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
香
美
町
議
会
に
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長
あ
い
さ
つ 

寺
　
川
　
秀
　
志 

第
三
代
議
長
に
　
田
範
明
氏 
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①
温
泉
め
ぐ
り
、
山
歩
き

②
勇
気
・
奮
起
・
挑
戦

③
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

　
の
た
め
に
、
高
齢
者
支
援
・
子

　
育
て
支
援
・
障
害
者
支
援
・
産

　
業
振
興
・
病
院
の
健
全
化
・
治

　
水
対
策
等
を
最
重
点
課
題
と
し

　
て
取
り
組
み
ま
す
。

寺川　秀志 
てらかわ　　　ひでし 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

②
全
国
に
誇
れ
る
香
美
町
を

　
　
　
　
　
　
　
　め
ざ
そ
う
! !

　
モ
ッ
ト
ー
　
　
知
即
行
　

③
一
、
行
財
政
改
革

　
二
、
町
の
資
源
を
活
か
す

　
三
、
水
産
農
林
業
の
振
興

　
四
、
観
光
・
商
工
業
の
振
興

　
五
、
高
齢
者
、
障
害
者
対
策

　
六
、
香
り
美
し
い
町
づ
く
り 森　　利秋 

もり　　　　 としあき 

①
パ
ソ
コ
ン
・
読
書

②
誠
実
・
行
動

③
一
、
財
政
は
き
び
し
い
が
子
育

　
　
て
世
代
へ
の
支
援
に
力
を
入

　
　
れ
た
い
。

　
二
、
情
報
化
の
推
進
　

西坂　秀美 
にしさか　　　ひでみ 

①
渓
流
釣
り

②
人
を
以
っ
て
　鏡
と
な
す

③
過
疎
対
策
︱
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
農
業

　
住
民
の
定
着
推
進
、
結
婚
対
策

　
の
推
進

　
産
業
対
策
︱
農
漁
業
特
産
物
の

　
開
発
、
育
成
、
直
売
所
の
活
性

　
化
に
よ
る
生
き
が
い
農
業
の
推

　
進

岸本　正人 
きしもと　　　まさと 

①
日
本
舞
踊

②
政
治
家
へ
﹁
信
念
一
途
﹂。

　
清
濁
併
せ
呑
む
、
度
量
を
心
掛

　
け
て
い
る
。

③
朝
来
市
議
会
に
習
い
﹁
議
会
基

　
本
条
例
﹂
を
早
期
に
制
定
し
、

　
町
民
の
声
を
町
の
政
治
に
反
映

　
さ
せ
る
構
築
。

　
町
是
に
法
の
遵
守
を
一
つ
と
し

　
て
掲
げ
る
努
力
を
す
る
。

田野　哲夫 
　たの　　　　てつお 

①
低
山
ハ
イ
キ
ン
グ

②
公
正
・
公
平
・
誠
実

③
少
子
化
対
策
。

　
安
心
、
安
全
な
町
づ
く
り
。 植田　隆博 

　うえだ　　　たかひろ 

①
家
庭
菜
園

②
周
辺
住
民
の
声
を
と
ど
け
、
均

　
衡
が
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
誠

　
実
・
地
道
に
取
り
組
む

③
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
安
心

　
し
て
出
産
、
子
育
て
支
援
の
充

　
実
。
高
齢
者
、
障
害
者
が
安
心

　
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

　
思
い
や
り
の
行
政
を
。
産
業
振

　
興
、
教
育
の
充
実
。

岡田　公男 
　おかだ　　　 まさお 

①
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞

②
若
さ
と
行
動
力
で

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

③
一
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち

　
　
づ
く
り

　
二
、
地
場
産
業
の
振
興
と
融
合

　
　
に
よ
る
観
光
業
の
発
展

　
三
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の

　
　
充
実

西川　誠一 
にしかわ　　 せいいち 

①
史
跡
探
訪

②
傲
慢
と
卑
屈
を
戒
め
　
常
に
誇

　
り
と
謙
虚
さ
を
兼
ね
備
え
た
人

　
で
あ
り
た
い
。

③
﹁
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

　
あ
り
方
﹂
を
共
に
考
え
る
仲
間

　
を
募
り
、
住
民
本
位
で
公
平
公

　
正
に
行
財
政
運
営
を
求
め
、
徹

　
底
し
た
調
査
と
提
言
に
努
め
ま

　
す
。

小林　利明 
こばやし　　 としあき 

①
囲
碁
、
将
棋

②
人
づ
く
り
が
町
づ
く
り

　
人
と
人
と
の
信
頼
の
輪
の
構
築

　
が
こ
と
の
外
大
事
だ

③
住
民
と
の
接
触
の
機
会
を
議
員

　
と
し
て
、
ま
た
、
議
会
と
し
て

　
も
数
多
く
持
つ
こ
と
が
お
互
い

　
の
信
頼
関
係
を
築
く
う
え
で
大

　
切
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。 上田　勝幸 

　うえだ　　　かつゆき 

①
読
書
、
散
策

②
信
は
力
な
り

③
農
林
漁
業
や
観
光
産
業
の
振
興

　
対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
子

　
育
て
支
援
に
全
力
で
取
り
組
み

　
ま
す
。

浜上　勇人 
はまがみ　　　はやと 

①
ス
ポ
ー
ツ

②
住
民
が
主
人
公

③
元
気
な
く
ら
し
を
築
く
香
美
町

　
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

谷口　眞治 
たにぐち　　　しんじ 

①
川
海
釣
り
、
山
歩
き

②
町
を
元
気
に
す
る
に
は
何
と
い

　
っ
て
も
地
場
産
業
の
振
興

③
命
を
守
る
農
業
、
水
産
業
の
新

　
た
な
展
開

　
⑴
棚
田
を
逆
手
に
と
っ
た
農
業

　
↓
体
験
交
流
四
季
型
の
観
光
農

　
業

　
⑵
水
産
業
、
但
馬
牛
は
ま
ず
地

　
産
地
消
で
活
力
を

西村　伸一 
にしむら　　 しんいち 

①
魚
釣
り

②
前
向
き
に
考
え
実
行
す
る
事

③
農
業
・
畜
産
業
の
振
興
と
、
野

　
生
動
物
対
策
、
ま
た
、
地
域
活

　
性
化
の
た
め
国
道
４
８
２
号
、

　
町
道
岩
小
屋
線
の
早
期
開
通 吉田　増夫 

　よしだ　　　　ますお 

①
映
画
鑑
賞
、
庭
い
じ
り

②
為
せ
ば
成
る
　
為
さ
ね
ば
成
ら

　
ぬ
何
事
も
　
成
ら
ぬ
は
人
の
為

　
さ
ぬ
な
り
け
り

③
地
方
分
権
が
叫
ば
れ
、
議
会
の

　
重
要
性
が
増
し
て
る
に
も
か
か

　
わ
ら
ず
、
不
用
論
的
風
潮
か
見

　
ら
れ
る
。
真
に
必
要
と
さ
れ
る

　
﹁
行
動
す
る
議
会
﹂
を
目
指
す
。

吉田　範明 
　よしだ　　　のりあき 

し
ん

ね
ん

い
ち

ず

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

せ
い

だ
く

あ
わ
　
　
　

の

①
読
書
、
散
策

②
　
着
眼
大
局
着
手
小
局
　

　
住
民
が
主
人
公
の
立
場
で
い
の

　
ち
と
く
ら
し
を
守
る
。

③
子
育
て
支
援
を
ま
ち
づ
く
り
の

　
中
心
に
据
え
る
こ
と

　
医
療
体
制
を
守
り
、
生
活
の
足

　
確
保
と
合
わ
せ
て
安
心
で
き
る

　
町
に
す
る
こ
と

　
憲
法
を
守
る
こ
と

山本　賢司 
やまもと　　　けんし 

ち
　
そ
く

ぎ
ょ
う

な

な

　第２期香美町議会議員が決まりました。

議員に　①趣味　②信条、モットー　③特

に力を入れたい取り組みについて伺いまし

た。

　なお、掲載は議席順、敬称略。
決意と 横顔 決意と 横顔 決意と 横顔 議員の 議員の 議員の 



かみ議会だより ６ 

　
５
月
20
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
副
町
長
を
現
行
の

１
人
か
ら
２
人
に
す
る
条
例
改
正
、
教
育
委
員
会
委
員
、
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
の
人
事
案
件
な
ど
７
件
の
議
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
の
選
挙
公
約
の
１
つ
で
あ
る
副
町
長
の
二
人
制
の
条

例
改
正
に
は
議
論
が
集
中
し
慎
重
審
議
の
結
果
、
否
決
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

問
　
副
町
長
を
２
人
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か

答
　
役
割
分
担
は
検
討
中
で

す
。
公
募
す
る
中
で
定
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
副
町
長
の
応
募
が
あ
っ

た
場
合
の
選
考
方
法
は

答
　
選
考
方
法
は
ま
だ
検
討

し
て
い
ま
せ
ん
。
公
平
公
正

が
見
え
る
よ
う
な
選
考
方
法

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
公
約
で
は
年
俸
５
０
０

万
円
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

給
与
条
例
の
改
正
を
な
ぜ
一

緒
に
提
案
し
な
い
の
か

答
　
公
募
す
る
に
あ
た
っ
て
、

先
に
副
町
長
の
２
人
制
を
認

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
年
俸

制
に
つ
い
て
は
、
公
募
す
る

と
き
に
要
項
で
定
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
　
条
例
に
定
ま
っ
て
い
な

い
も
の
を
要
項
に
入
れ
る
こ

と
は
い
か
が
な
も
の
か

答
　
確
か
に
条
例
と
の
乖
離

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
こ

と
を
条
件
を
つ
け
て
公
募
し

ま
す
。
状
況
を
見
て
関
連
す

る
条
例
、
予
算
は
議
会
に
提

案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問
　
公
募
に
あ
た
っ
て
の
条

例
改
正
な
ど
条
件
整
備
が
で

き
て
い
な
い
。
条
件
整
備
を

さ
れ
た
う
え
で
要
項
を
つ
く

っ
て
公
募
す
る
の
が
筋
で
は

な
い
か

答
　
早
く
行
政
の
体
制
を
整

え
た
い
と
い
う
思
い
の
中
か

ら
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
香
美
町
が
発
足
し
４
年
が

経
過
し
議
員
、
町
長
の
ダ
ブ

ル
選
挙
と
な
り
町
民
の
皆
さ

ん
方
に
審
判
を
受
け
４
年
間

の
町
の
進
路
方
向
を
定
め
る

意
義
深
い
選
挙
で
あ
り
ま
し

た
が
、
議
員
は
無
投
票
で
な

ん
と
な
く
寂
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

た
理
由
は
何
な
の
か
？
町
民

の
皆
さ
ん
が
こ
の
町
の
財
政

状
況
を
認
識
し
て
の
こ
と
な

の
か
、
ま
た
従
来
の
議
員
活

動
を
通
じ
て
期
待
を
さ
れ
て

い
な
い
の
か
等
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
２
年
間
、

議
会
広
報
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
議
会
の
行
動
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
す
ば
や
く
記
事
に

し
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
町

政
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。︵
Ｎ
︶
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か
い

り

編
集
発
行
責
任
者 

　
　
議
　
長
　
　
吉
田
　
範
明 

委

員

長
　
　

　
　
西
村
　
伸
一

副
委
員
長

　
　
谷
口
　
眞
治

委
　
　
員

　
　
寺
川
　
秀
志

　
　
田
野
　
哲
夫

　
　
岸
本
　
正
人

　
　
植
田
　
隆
博

　
　
吉
田
　
増
夫

議
会
広
報
特
別
委
員
会 

質
　
疑 

　
給
与
条
例
の
改
正
な
ど
公

募
に
あ
た
っ
て
の
条
件
整
備

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

２
人
制
と
い
う
だ
け
で
一
人

ひ
と
り
の
役
割
分
担
も
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。

反
対
討
論 

森
　

利
秋
議
員 

反
対
討
論 

山
本

賢
司
議
員 

反
対
討
論 

小
林

利
明
議
員 

賛
成
討
論 

田
野

哲
夫
議
員 

　
我
々
は
議
会
人
と
し
て
条

例
を
制
定
し
、
そ
の
定
め
た

条
例
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て

行
政
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
で
あ

る
。
条
例
と
異
な
っ
た
こ
と

を
進
め
て
は
い
け
な
い
。
住

民
に
説
明
で
き
る
議
会
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
条
例
は
本
町
の
憲
法
。
こ

の
憲
法
を
無
視
し
て
内
規
、

要
項
で
こ
と
を
進
め
る
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
行
政
を
停
滞
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。
ま
た
、
副
町
長
２

人
制
は
民
意
で
あ
り
女
性
の

登
用
は
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
。
早
く
行
政
の
体
制
を

整
え
る
の
も
議
会
の
責
任
と

考
え
る
。


